
 

 

 

 

 

令和 ３年１２月 ９日 

各報道機関 御中 

 

国立大学法人山梨大学 

 

山梨大学が、最高評価！ 

―令和 2年度に係る業務実績に関する評価― 

 

文部科学省は１２月１日、国立大学法人等の令和２年度に係る業務の実績に関する評価結

果を公表しました。本学は「業務運営の改善及び効率化」の項目で、６段階評価のうち、最

高評価の「中期計画の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある」と評価されました。 

 これは、大学アライアンスやまなしを活用した取組が評価されたものであり、今回、同項

目で最高評価を得た法人は、全国 83法人中（※指定国立大学法人は除く）、唯一本学のみで

した。 

国立大学法人等の年度評価は、各法人が自ら定める中期計画（2016～2021年度）について、

各事業年度の業務運営に関する計画（年度計画）の実施状況等に基づき、進捗状況を評価す

るもので、「業務運営の改善および効率化」「財務内容の改善」「自己点検・評価および情報提

供」「その他業務運営」の 4項目のうち、「業務運営の改善および効率化」の項目で、本学は、

最高の評価を得ました。 

 

 

 

 

※指定国立大学7大学（東北、東京、東京工業、名古屋、京都、大阪、一橋）以外が評価対象。 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース 

<本件についての問い合わせ先> 

国立大学法人山梨大学企画課 

   TEL：055-220-8015 FAX：055-220-8799  

  E-mail: kikaku@yamanashi.ac.jpp 

「大学等連携推進法人」の認定を受けた連携開設科目等の整備」 

評価結果：“一般社団法人大学アライアンスやまなし”の枠組みを生かし、山梨県立大学と教育関係事

業をはじめ多様な連携事業を展開し、令和３年３月には、同法人が全国初となる「大学等連携推進法

人」に認定されている。 

同認定を受け、教学上の特例措置を活用して連携開設科目を整備するなど、更なる連携事業展開のた

めの準備を進めている。さらに、山梨県立大学とのガバナンス連携の取組を加速させるため、「地域人

材養成センター」を新設して、人材養成に関する地域・大学連携の取組を強化している。 

「特筆すべき点」として取り上げられた本学の取組 

 



 

 

参 考 

 

１．国立大学法人等の年度評価について 

各法人（79 国立大学法人・４大学共同利用機関法人）が自ら定める中期計画（第３期：

平成 28 年 度～令和３年度）について、各事業年度の業務運営に関する計画（年度計画）

の実施状況等に基づき、国立大学法人評価委員会が各事業年度の進捗状況を評価。 

評価は、「業務運営の改善および効率化」「財務内容の改善」「自己点検・評価および情報

提供」「その他業務運営」の 4項目について、6段階の評定により行う。 

評価方法は、各法人から提出された実績報告書等を調査・分析するとともに、学長・機

構長からのヒ アリング、財務諸表や役職員の給与水準等の分析も踏まえながら、「全体評

価」と「項目別評価」 を行っている。 

 

 

２．全国 83法人の項目別評価 

「業務運営の改善及び効率化」等の４項目について、各法人が行った自己点検・評価の結

果の検証 を行い、以下のとおり６段階の評定により進捗状況を示している。  

 

 

 ３．関連リンク 

文部科学省 HP 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/detail/1422680_00003.htm 
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